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　神戸大学では、2001年から留学生センターを中心に海外同窓会ネット
ワーク構築事業を展開し、これまでに10カ国／地域が海外同窓会として
活動を行っています。グローバルリンク・フォーラムは、このネットワー
ク構築事業が10年目を迎えたのを機に、国際的な知的情報リソースであ
る海外同窓会ネットワーク及び海外協定機関との連携を強固にし、神戸
ブランドを世界に発信することを目的として始められました。2011年１
月に第１回がタイ・バンコクで開催されたのに引き続き、今回は第２回
を韓国・ソウルで開催しました。これには、漢陽大学校をはじめとする
韓国の学術交流協定校の協力と、同国の同窓会組織である神戸大学韓国
総同門会の後援を得ることにより実施が可能となりました。フォーラム
では、自然科学系と社会科学系の学術シンポジウム、ソウルに拠点を置
く日本の大学と連携した合同留学説明会、記念講演会など様々な形で、
神戸大学の存在をアピールすることができました。今後ともこのような活動が継続され、神戸ブランド
の価値向上が続けられること願っております。

　平成24年３月
 神戸大学長　福田秀樹　

巻 頭 言

神戸大学長　福 田 秀 樹
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Programme

Day1 25 November 2011

〈日本留学説明会／Japan Study Abroad Fair〉
参加機関：神戸大学、北海道大学、九州大学、東海大学、同志社大学、在大韓民国日本国大使館、日本学生支援機構
Participating Institutions: Kobe University, Hokkaido University, Kyushu University, Tokai University, 
Doshisha University, Embassy of Japan in Korea, Japan Student Services Organization(JASSO)
共催：漢陽大学校／Co-hosted: Hanyang  University

個別相談：大学案内、学部・大学院入試情報、交換留学情報、短期研修プログラム、奨学金、留学体験談
Individual Guidance: General Information, Admission Information of Faculties/Graduate Schools, 
Exchange Programs, Short-term Visiting Programs, Scholarship, "Hear about the experiences!"

〈漢陽大学校・神戸大学国際学術シンポジウム／
 HANYANG-KOBE International Symposium〉
自然科学分野：「持続可能な社会の発展を目指して」－環境保全とエネルギー開発－
Natural Science Session: Towards Sustainable Development of Our Societies
  -Environmental Protection and Energy Development
「神戸大学自然科学先端研究の現状について」　中村千春理事 神戸大学
"Introduction of Advanced Research in National Sciences at Kobe University"
NAKAMURA Chiharu, Executive Vice President, Kobe University

Lecture Ⅰ 「固体状態で機能促進するオレフィン輸送膜」　姜龍洙教授 漢陽大学校
"Facilitated Olefin Transport Membranes in the Solid State"
Prof. Kang Yong Soo, Hanyang University

Lecture Ⅱ 「水素製造関連の触媒反応の高活性化，安定性改善についてのプロセス強化手法」　西山覚教授 神戸大学
"Process Intensification on Catalytic Reaction for Hydrogen Production"
Prof. NISHIYAMA Satoru, Kobe University 

Lecture Ⅲ 「水処理に貢献する膜技術」　松山秀人教授 神戸大学
"Membrane technology for water treatment"
Prof. MATSUYAMA Hideto, Kobe University 

Lecture Ⅳ 「CO2回収のためのTR高分子膜」　李永茂教授 漢陽大学校
"TR Polymer membranes for CO2 Capture"
Prof. Lee Young Moo, Hanyang University

社会科学分野：「転換期の日韓関係」
Social Science Session: -A Turning Point in the Relationship between Japan and Korea

Lecture Ⅰ 「韓日経済関係の再構築とその原則」　金鍾杰教授 漢陽大学校
"The principles for reconsolidating Korea-Japan Economic relations"
Prof. Kim Jong Gul, Hanyang University

Lecture Ⅱ 「日韓逆転のナショナリズム」　木村幹教授 神戸大学
"Nationalism in Japan-ROK Relations"
Prof. KIMURA Kan, Kobe University

Lecture Ⅲ 「公共人類学から見た災害：阪神淡路大震災との比較から」　岡田浩樹教授 神戸大学
"The Public Anthropology of Disaster: An Examination on Difference between The Great East Japan 
Earthquake and The Great Hanshin Earthquake"
Prof. OKADA Hiroki, Kobe University

Lecture Ⅳ 「東アジア多者間安保体制の構築と韓日協力」　金裕殷教授 漢陽大学校
"The creation of national security ties between multiple parties in East Asia and cooperation between 
South Korea and Japan”
Prof. Kim Yoo En, Hanyang University
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Programme

 Day2 26 November 2011

〈Kobe University Global-Link Forum in Seoul〉
Part Ⅰ
歓迎の辞／Opening remarks
福田秀樹神戸大学長
President FUKUDA Hideki, Kobe University

祝辞／Congratulatory Adress
道上尚久駐大韓民国日本国大使館公使
Minister MICHIGAMI Hisashi of the Embassy of Japan in Korea

権五敬漢陽大学校副学長
Vice President KWON Oh-Kyong of Hanyang University

南相水韓国総同門会名誉会長
Mr. NAM Sang Soo, the Honorary Chairman of Kobe University Alumni Association in Korea

講演会／Special Lectuers
『日韓科学技術協力の新時代』
李祥羲（イ・サンヒ）前科学技術処長官／現大韓弁理士会35代会長
"A new age for cooperation in Science and Technology between Japan-Korea"
Rhee Sang Hi, Former Minister of Science of Technology of Korea/President(35th), 
Korea Patent Attorneys Association

"Toward Global Excellence in Research and Education"
福田秀樹神戸大学長
President FUKUDA Hideki, Kobe University

Part Ⅱ
パネルセッション：学長と同窓生との対談
Panel Session: President FUKUDA & KU Alumni Representatives

Part Ⅲ
神戸大学同窓会 in ソウル
Kobe University Alumni Networking in Seoul
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福田秀樹神戸大学長

歓迎の辞

道上尚久駐大韓民国日本国大使館公使
権五敬漢陽大学校副学長
南相水韓国総同門会名誉会長

謝　　辞

　オープニングは福田秀樹神戸大学長の言葉で始まり、その冒頭では韓国と神戸大学はいかに緊密な関

係にあるかを説明しました。まず、神戸大学に学ぶ留学生約1,200名のうち、韓国からの留学生は108名

を数えること、また神戸大学が留学生を受け入れ始めた1950年代からでは498名もの韓国からの留学生

が本学に学んだことを述べ、さらに神戸大学初の海外同窓会は韓国に発足したことについて触れました。

さらに、研究活動においては、年間180名もの研究者が韓国を訪れるとともに、韓国から30名の研究者

を受け入れており、これはアメリカ、中国に次ぐ往来の多さであり、韓国が研究においていかに重要な

パートナーであるかを示しました。また、キャンパス・アジア中核拠点形成事業を高麗大学校、中国の

復旦大学とともに実施し、東アジアにおけるリスクマネジメントの専門家の養成に尽力する構えを表し

ました。最後に、教育研究両面において、韓国の教育研究機関との連携をより一層強化し、共に卓越し

た研究成果を創出していくとともに、総同門会のメンバーのように世界で活躍する指導的人材を協働で

養成していく所存を伝えました。

　続いて、在大韓民国日本国大使館の道上尚史公使より、ご挨拶をいただきました。道上公使は、挨拶

の冒頭で３．11の大震災に触れ、その際に韓国の人々から受けた物心両面での支援に対して謝辞を述べ

ました。また、日本と韓国の関係は緊密さを増しており、その中における神戸大学の今後の役割に期待

を示されました。

　次に、協定校の代表として、漢陽大学校の権五敬副学長から祝辞をいただきました。権副学長は、今

回のグローバルリンク・フォーラムの開催について、「グローバルリンク・フォーラムは、大学という

知的生命体が新たなリンクを生み出すものであり、神戸大学の能動的な姿勢を示すものである」と評し

ました。また、今回のフォーラムでは、漢陽大学校が学術シンポジウムを共催したことに触れ、今後の

共同研究及び学生交流の活性化に期待を寄せました。

　オープニングの最後には、本学の韓国における同窓会組

織である「総同門会」を代表して、南相水名誉会長からの

言葉を姜敞熈会長が代読しました。総同門会は、本学の海

外における初めての同窓会組織であり、活発な活動を続け

ています。今回のフォーラムでも一同集結して、開催の準

備から実施に至るまで多大な協力をいただきました。
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　　President FUKUDA Hideki, Kobe University

Opening remarks

Minister MICHIGAMI Hisashi of the Embassy of Japan in Korea
Vice President KWON Oh-Kyong of Hanyang University
Mr. NAM Sang Soo, the Honorary Chairman of Kobe University Alumni Association in Korea
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「日韓科学技術協力の新時代」

　1960年代から1970年代にかけて、韓国は日本に産業技術を学び

ました。産業技術、特に �)技術のノウハウは日本から韓国に移

転され、今や世界一の電子機器メーカーを擁する国となりました。

　世界は今日急速にグローバル化しており、変革の時を迎えてい

ます。産業革命から知識革命へのパラダイムシフトが起き、米国

のみならず、世界的な競争が繰り広げられています。現代は知識

時代であり、７、８割が無形資産であると言われています。

　日本と韓国は様々な分野において技術交流が活発になってお

り、とりわけ �)分野やバイオにおいて顕著です。これらの新し

い技術においては、知的財産をいかに創出するかが重要であり、

それは日韓共通の課題でもあります。

　特許は独占的な権利であり、それは技術分野を刺激するもので

す。韓国では特許庁を３倍の規模にする計画があり、新しい雇用の創出と国の成長が見込まれています。

日本と韓国はいずれも国土は大きいとは言えず、資源が限られています。それ故、頭脳の生産性を高め

ることは両国にとって重要であり、この点において両国の更なる協力が必要です。また、そのような協

力においては、総合研究機関である大学の役割は極めて大きく、企業との連携も期待されるところです。

李祥羲氏の略歴

1938年　９月１日生まれ

1966年　ソウル大学校　薬学部

1973年　ソウル大学校大学院薬学研究科修了　薬学博士

1976年　アメリカジョージタウン大学　Law School 修了

　　　　アメリカ特許庁審査官課程修了

1981～2000　国会議員歴任（４期にわたる）

1988～1990　科学技術長処　長官（11代大臣）

1993～1996　国家科学技術諮問会議委員長

2009～2011　国立果川科学館館長

2004～　　　大韓弁理士会会長（現35代会長）

李祥羲（イ・サンヒ）前科学技術処長官 /現大韓弁理士会 35代会長
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“A new age for cooperation in Science and Technology 
 between Japan-Korea”
Dr. Rhee, Shang-Hi Former Minister of Science and Technology of Korea, 
Currently the 35th President of Korea Patent Attorneys Association (KPAA)
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Toward Global Excellence in Research and Education

　神戸大学グローバルリンク・フォーラムは、世界トッ

プクラスの教育研究機関を目指す新たな取り組みで、海

外同窓会、協定校といった海外ネットワークと積極的に

連携して学長自らが神戸大学ブランドをアピールし、本

学の海外におけるプレゼンス向上に資するものです。

　神戸大学は、世界10ヶ国に設置された海外の同窓会

（2011年11月現在）、並びに中国事務所、ブリュッセルオ

フィスを拠点とし、海外での活動を展開しています。韓

国については、本学初の海外同窓会が設置された国であ

り、また同国の11の大学と大学間協定及び12の大学と部局間協定を締結しています。これらの協定校と

は短期及び１年間の交換留学制度により、毎年学生を相互に受入れ・派遣しています。また、これらの

協定校を中心に現在11の共同研究プログラムが実施されています。さらに、2011年度の「キャンパスア

ジア拠点形成事業」に高麗大学校、復旦大学とともにリスクマネジメントの専門家養成プログラムを申

請し、採択されました。

　また、本学は、2011年４月に理化学研究所のスーパーコンピューターが設置される場所に隣接する地

に、本学の総合力を結集して分野融合の研究プロジェクトを行う拠点を設置しました。ここには、我が

国において最大級の３次元可視化装置が設置されており、８つの研究プロジェクトが実施されています。

例えば、膜を用いた水処理技術の開発を行う先端膜工学研究プロジェクト、介護ロボットや A<技術を

用いた高次脳機能評価・訓練システムの開発等を行う国際健康学研究プロジェクト、そして、私自信も

関わっている総合バイオリファイナリー研究プロジェクトなど、人類がまさに直面する課題に取り組む

研究開発が実施されています。

　今後、韓国の教育研究機関とも連携を強化し、共に卓越した研究成果を創出し、このような地球規模

課題の解決を目指すとともに、世界で活躍する指導的人材を協働で育成して参りたいと思います。

福田秀樹神戸大学長
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Toward Global Excellence in Research and Education

Presentation by President FUKUDA Hideki of Kobe University



パネルセッション

10

パネルセッション：学長と同窓生との対談

福田秀樹  神戸大学学長

パネリスト
田中康秀  神戸大学理事・副学長
姜敞熙   韓国神戸大学総同門会会長
'���!	��4"	�  ベトナム神戸大学同窓会会長
大岡夕伽子  北京同窓会幹事（中国神戸大学同窓会総代表代理）
-���	�+��&��	  延世大学校副教授

司 会 進 行
西尾茂   神戸大学留学生センター長

　グローバルリンクフォーラム第２部では、パネルセッション形式で学長と同窓生の対談が行われまし
た。パネリストには、神戸大学側から教育・同窓会担当の田中康秀理事が登壇し、同窓生側からは韓国、
中国、ベトナムの同窓会の代表３名に加えて、米国出身であり、神戸大学で博士号を取得し、現在は韓
国で教鞭をとるというユニークな経歴をもつ -���	氏に参加いただきました。パネルセッションは、神
戸大学と同窓生の交流を話題に進められ、神戸大学における同窓会組織の紹介やホームカミングデーで
の取り組みの様子、海外同窓会の整備状況や各国での活動状況の報告がなされました。また、今回は「大
学に期待する事、大学に寄与できる事」をテーマに討論が行われ、学長、パネリスト、会場の聴衆から
様々な意見、希望が示されるとともに、提案が行われました。
　神戸大学に期待することとしては、やはり神戸大学のプレゼンスの向上と国際的に活躍できる人材の
輩出を願っているという発言が目立ちました。これには、広報活動及び教育の充実と国際化が鍵となり
ますが、グローバルリンクという視点からは優秀な留学生を送り込めるように同窓会が寄与できないか、
留学生の増加の一助になることはないかなどの積極的な意見も聞かれました。一方、同窓会の神戸大学
への寄与としては、卒業をして母国に帰国した留学生の就職に関する支援や、神戸から海外に交換留学
などで派遣される日本人学生のサポートなどについての議論がなされました。
　同窓会は、同じ大学で学んだ経験を共有する卒業生同志の交流と親睦を深める場であることは言うに
及びませんが、これに加えて強い絆のネットワークを有機的に活用して、戦略的な人材活用を目指して
ゆくことがこれからの課題であることが確認され、パネルセッションは閉幕しました。
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Panel Discussion “Expectations for and contributions to the University”
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自然科学分野：「持続可能な社会の発展を目指して」－環境保全とエネルギー開発－

　このシンポウムは2011年11月25日に漢陽大で開催されまし
た。まず神戸大学中村理事の挨拶の後、漢陽大の��	�教授
が「*�
� �����&�0 ���	�)��	������3�����	����	�����%� �&�%����」と
題した講演を行いました。促進輸送膜（*�
� �����&�)��	������
3�����	�）は膜中にキャリヤーを含んだ膜であり、非常に
高いガス透過性と選択性が得られるという特徴があります。
Kang教授は長年促進輸送膜に関する研究を行っており、こ

の発表では特に固体状態で機能する新規な膜について説明をされていました。
　続いて神戸大学の西山教授が講演をされました。講演タイトルは「1��
�����	��	����
����	��	�'��� ���
�
<��
���	�����5�&����	�1��&"
���	」です。水素製造は化学工業において非常に重要なプロセスです。水素
は将来の持続的社会の構築のために必要な新しいエネルギー媒体として注目を集めています。従って、
コンパクトで高性能な水素製造システムが早急に求められています。水素は天然ガスから改質反応とシ
フト反応を経て製造されますが、西山教授はプロセス強化の観点からこれらの反応に最適な触媒につい
て検討を加えています。
　次は私が「3�����	����
�	� ���������������������	�」という題名で講演を行いました。現在中近東はも
とより、アメリカ、中国、オーストラリア、ヨーロッパ等の広範な地域での水不足（高い水ストレス）
が予測されています。20世紀は「石油の時代」であったのに対し、21世紀は「水の時代」と言われる所
以であります。水不足問題は、食糧問題・エネルギー問題と一体化して解決すべき世界的課題であり、
現在最も早急に解決を迫られている環境問題の一つと言うことが出来ます。水不足を解決する手段とし
ては、膜技術がその根幹をなすものと言え、膜を用いた水処理は現在多くの関心を集めています。この
ような膜を用いた水処理の世界の現状と我々の研究室での取り組みについて説明を行いました。
　最後の講演者は漢陽大の -��教授であり、講演タイトルは「)<�1� �����������	�������'0 ��'���"��」
でした。膜を用いたガス分離は、'0�分離を初め種々の応用分野で注目されています。-��教授は高分
子膜の自由体積に関して基礎的な検討を行い、高い性能を示す高分子膜の設計に関して理論的な考察を
行っています。-��教授の発表論文は270報以上、引用回数は8,200回以上とのことでした。現在は膜工
学における代表的な国際誌である 2�"�	� ����3�����	��%
��	
�の�&���� も努められておられ、世界的に著
名な膜工学者の１人です。
　講演には教員や学生が多数参加しており、いずれの講演の後にも活発な質疑応答が行われました。学
生からも質問があり、韓国の学生のパワーを感じました。また、シンポジウムとは少し話題がそれます
が、漢陽大のエネルギー工学部では @�� &�' �����	�������� というプログラムを実践しており、欧米から
５人の教授を招へいして教育と研究を行っているとのことです。新しいビルも多く建ち並び、急速に国
際標準化がなされていると驚いた次第です。我々神戸大も見習うべき点が多くあるように感じました。

報告：松山秀人神戸大学工学研究科教授

「神戸大学自然科学先端研究の現状について」　中村千春 理事 神戸大学
"Introduction of Advanced Research in National Sciences at Kobe University"
NAKAMURA Chiharu, Executive Vice President, Kobe University

「固体状態で機能促進するオレフィン輸送膜」　姜龍洙 教授 漢陽大学校
"Facilitated Olefin Transport Membranes in the Solid State"　Prof. Kang Yong Soo, Hanyang University 

「水素製造関連の触媒反応の高活性化，安定性改善についてのプロセス強化手法」　西山覚教授 神戸大学
"Process Intensification on Catalytic Reaction for Hydrogen Production"　Prof. NISHIYAMA Satoru, Kobe University 

「水処理に貢献する膜技術」　松山秀人教授 神戸大学
 "Membrane technology for water treatment"　Prof. MATSUYAMA Hideto, Kobe University 

「CO2 回収のための TR高分子膜」　李永茂教授 漢陽大学校
"TR Polymer membranes for CO2 Capture"　Prof. Lee Young Moo, Hanyang University
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Natural Science Session: Towards Sustainable Development of
  Our Societies - Environmental Protection and Energy Development

Reported by: Prof. MATSUYAMA Hideto
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社会科学分野：「転換期の日韓関係」

　2011年11月25日14時より、漢陽大学校と神戸大学による共同国際学術シンポジウムの「社会科学セッ
ション」が、「転換期の日韓関係」と言う表題の下、漢陽大学校国際大学院にて行われた。報告者は漢陽・
神戸両大学からの各２名、合計４名、これに漢陽大学校からの司会者１名が、報告・進行を行い、会場
には漢陽大学校国際大学院の学生達に加え、漢陽大学校の教員やソウル駐在の日本人ジャーナリスト等、
凡そ40名近くの聴衆が詰め掛けた。
　報告は漢陽大学校のキム・ジョンゴル教授が「韓日経済関係の再構築とその原則」という表題にて、
今後の日韓関係について提案を行い、そこでは日韓の間でどのような具体的な協力関係が構築できるか
が模索された。続いて、筆者（木村幹）が、「日韓逆転のナショナリズム」という表題の下、甞てとは
異なり今日では、日韓間の問題について、韓国側が比較的冷静であるのに対し、日本側がより敏感でナ
ショナリスティックな反応を見せるようになっている、という現象について指摘を行った。この両者の
報告はキム・ジョンゴル教授の報告が日韓関係のポジティブな面を強調したのに対し、木村がネガティ
ブな面を指摘するという補完的な関係になっており、これにより、聴衆は、今日の日韓関係についてバ
ランスの良い理解を獲得することができた。
　続いて、本学の岡田教授が「公共人類学から見た災害：阪神大震災との比較から」と言う表題で、人
類学的な観点から見た東日本大震災の現場における「日本のナショナリズム」と、それが東アジア全体
で考えられるべき問題であることを指摘した。また、韓国でも活発な市民運動や #+0活動にも言及し、
国家を単位とした「国際関係」だけでなく、共通の課題に直面した市民や地域住民が直接、支援－被支援、
あるいは協力関係を結ぶことができる点で、日韓関係は歴史的な国家間関係から市民レベルの協力関係
へと新しい段階に入ったことを示した。これに対して、漢陽大学校のキム・ユウン教授は、「東アジア
多者間安保体制の構築と韓日協力」という表題の下、今日の東アジアにおいてどのような安保体制が構
築されるべきであり、また、そこにおいて如何に日韓両国が積極的な役割を果たし得るかが述べられた。
　このような議論において興味深かったのは、特に漢陽大学校側参加者の日韓関係に対するポジティブ
な姿勢であった。そこには正に甞ての垂直的な関係から水平的な関係へと移行する今の日韓関係の姿が
典型的に現れていた。背景にあったのは、東日本大震災以降沈滞し、自信を失いつつある日本への期待
であり、その事は漢陽大学校側司会者がこのセッションを「が
んばれ日本！」という日本語の声援で締めくくった事にもっ
とも端的に現れていたであろう。
　最後にこのセッションが日本語でも英語でもなく、韓国語
で行われたことも付記しておくべきであろう。今後の日韓関
係は如何なるものであり得るのか。様々な意味でその変化と
可能性を示した貴重なセッションであった、と述べて報告の
筆をおくこととしたい。

報告：木村　幹　神戸大学国際協力研究科教授
　　　岡田浩樹　神戸大学国際文化学研究科教授

「韓日経済関係の再構築とその原則」　金鍾杰教授 漢陽大学校
"The principles for reconsolidating Korea-Japan Economic relations"　Prof. Kim Jong Gul, Hanyang University

「日韓逆転のナショナリズム」　木村幹教授 神戸大学
"Nationalism in Japan-ROK Relations"　Prof. KIMURA Kan, Kobe University

「公共人類学から見た災害：阪神淡路大震災との比較から」　岡田浩樹教授 神戸大学
"The Public Anthropology of Disaster: An Examination on Difference between The Great East Japan 
Earthquake and The Great Hanshin Earthquake" Prof. OKADA Hiroki, Kobe University

「東アジア多者間安保体制の構築と韓日協力」　金裕殷教授 漢陽大学校
"The creation of national security ties between multiple parties in East Asia and cooperation between 
South Korea and Japan"　Prof. Kim Yoo En, Hanyang University
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Social Science Session: A Turning Point in the 
 Relationship between Japan and Korea

Reported by: Prof. KIMURA Kan
  Prof. OKADA Hiroki
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学術交流協定校代表との午餐会

出席者
　学術交流協定校代表
　　漢 陽 大 学 校：1���(�0�,���	���@0#�=%�	����A�
��1����&�	�>��1���(�������"��.�"	��)����'50
　　成 均 館 大 校：1���(��	��	�%0#+�=A�
��1����&�	�>
　　高 麗 大 学 校：1���(�J�"	�,%"��J�#=�7�
"�����A�
��1����&�	�>��1���(�2"	�,%"	�5!#��1���(������"��%���J�	��'50
　　大 邸 大 学 校：1���(�3�"	�,5���J!�
　　公州教育大学校：1���( 2��
���	�%"�
　　韓国国際大学校：1���(�J�"	��%������3�=1����&�	�>��1���(�%�	��5���%5�#
　　国立済州大学校：4�(1���(�J�"	��5��	��!#
　　木浦海洋大学校：1���(�+��"	�,@���-��

　特別招待者（%��
�� �+"���）
　　駐大韓民国日本国大使館公使　道上尚史氏
　神戸大学
　　福田秀樹学長、田中康秀理事、中村千春理事　ほか６名

　グローバルリンク・フォーラムをソウルで開催するのを機に、韓国の学術交流協定大学との交流を深
めることを目的として、午餐会が催されました。神戸大学は、韓国の大学とは全学協定を11大学と、部
局間協定を12大学と締結しています。今回は、大学間協定を締結する大学とソウル近郊の協定大学から
８校、12名が出席し、駐大韓民国日本国大使館公使の道上尚史氏を迎えて午餐会が開催されました。神
戸大学からは、福田秀樹学長をはじめとして、田中康秀理事並びに中村千春理事など９名が参加しまし
た。午餐会では、福田学長からグローバルリンク・フォーラムをソウルで開催するまでの経緯の紹介と
神戸大学との学術交流の活性化を願う旨の挨拶がなされ、和やかな会食の時がもたれました。午餐会で
は、出席者により行われた記念署名の披露がなされ、最後には田中理事から今後も両国の交流が深まる
ことを願う旨の挨拶がなされました。
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Japan Study Abroad Fair
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日本留学フェア

　11月25日（金）に漢陽大学 *)'（*"���	�)�
�,
	� ����'�	��r）の*�
" ���'��Mにおいて、日本大
使館と日本学生支援機構（2!%%0）の協力を得
ながら、５大学合同で日本留学フェアが開催さ
れました。神戸大学の他、漢陽大学キャンパス
内にオフィスを置く東海大学を初め、北海道大
学、九州大学、同志社大学が参加しました。50
名を超えるブースの訪問者の多くは学部入学の
希望者であり、漢陽大学外からの高校生や日本語学校生であったのが印象に残りました。フェアには、
本学の卒業生や、留学生センターの夏期プログラムの参加者もブースの応援に駆けつけてくれ、常にブー
ス対応が途絶えず盛況でした。
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神戸大学同窓会 in ソウル

日　時：2011年11月26日（土）　18：00～20:00
場　所：5��� ��	���'�	��	�	�� �%��" �'0�N��;�*�2"�����
主　催：韓国総同門会　
参加者：75名

　������	���������+ ��� �-�	��*��"� を支えるのは神戸大
学海外ネットワークです。今回は、海外同窓会として最
初に発足した韓国総同門会が中心となり「神戸大学同
窓会 �	 ソウル」が同ホテル30階ジュピターにおいて開
かれました。本同窓会には、韓国同窓生をはじめ、日本、
中国、ベトナム、アメリカ出身の卒業生及び大学関係者
が参加し盛大に開かれました。開会のあいさつで福田
学長は、「韓国神戸大学総同門会のみなさんの物心両面
での惜しまないご支援ご協力に感謝申し上げたい」また
「+ ��� �-�	��*��"��は大学単独ではなし得ない新たな事

業であり、今後も卒業生のみなさんのお力が大学発展に欠かせないものと実感した」と述べられました。
それに対して同窓会を代表し、韓国総同門会の名誉会長南相水氏が「今回のフォーラムがソウルで開催
されたことは大変喜ばしいことであり、母校の発展が感じられ嬉しく思う」とお礼を述べました。その
後「神戸の香」で声高らかに乾杯を行いました。久々に再会した恩師や同窓生どうしの懇談、また参加
者からのあいさつに続いて韓国同窓生によるギダー演奏も加わり、一層会場の雰囲気が盛り上がりまし
た。この同窓会は、*�
�����*�
��で世代、専門、職種、
国籍／地域を超えて大学との絆が深まる良き機会と
なりました。来年度の ��+-�*��"� は、中国で開
催されることが正式に決まり、次回の開催地中国か
ら参加した大岡夕伽子氏（北京同窓会幹事）は、中
国での開催を大変楽しみにしていると述べ、参加者
に中国での再会を呼びかけました。韓国総同門会会
長の姜敞熈氏の閉会のあいさつに続き、参加者全員
で神戸大学学歌を斉唱して心が一つになったところ
で、���! "�	��#�������	���	�%��"  の幕が下ろされ
ました。
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　ソウルで開催されました第２回神戸大学グローバルリンク・フォーラムは、成功裡のうちに終え
ることができました。2011年１月にバンコクで第１回の同フォーラムを開催して１年経たないうち
に第２回を開催でき、多くの方々との国際交流を実現できたのは、南名誉会長をはじめとする韓国
総同門会の皆様方の全面的な支援があってのことでした。ここに厚く御礼申し上げますと共に、今
後も引き続き神戸大学へのご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。また、学術シンポ
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教員の皆様には、実質半年以上の間、献身的にご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。
最後に、報告書の作成にいたるまで業務を支えていただいた、国際部企画課、留学生課の職員に感
謝します。
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